
小樽商科大学 卒業論文 （昭和33年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和33 1056 ドル不足の研究　D.マクドウガル著「世界的ドル問題」第1部について
昭和33 1057 ブレトン・ウッズ機構　-その歴史的推移を中心にして-
昭和33 1058 低開発国に於ける工業化の諸障碍に対する考察
昭和33 1059 ドル不足原因論としての生産性の問題
昭和33 1060 内外均衡達成に関する一察
昭和33 1061 漂流する世界　G.ミュルダール「国際経済」　-問題と見通し-

昭和33 1062
景気循環に於ける外国貿易政策　-ウィリアム・A・サラント氏の論文を中心
として-

昭和33 1063 紹介：G.ミュルダール『経済理論と低開発地域』
昭和33 1064 国際通貨基金の研究
昭和33 1065 関税論　-関税の経済的効果分析に及ぶ-
昭和33 1066 （翻訳）　J.E.ミード著　『国際貿易の幾何学』
昭和33 1067 オートメーションを論ずる　-その社会経済的分析を中心として－
昭和33 1068 デュウゼンベリの消費函数理論
昭和33 1069 日本経済の成長と構造変動
昭和33 1070 賃金と雇用に関する一考察
昭和33 1071 大衆社会理論とマス・コミュニケーション論
昭和33 1072 人間とオートメーション　《翻訳》L.L.Goodman:Man and Automation
昭和33 1073 現代資本主義の認識
昭和33 1074 市中銀行の経営　-バランスシートアプローチによる-
昭和33 1075 支払準備制度の検討
昭和33 1076 英国資本市場に関する一考察
昭和33 1077 景気変動と利子
昭和33 1078 アメリカの商業銀行の有価証券投資について
昭和33 1079 アラン『経済学原論』
昭和33 1080 金融政策
昭和33 1081 イギリスにおける金利政策の変遷　(1932～1953)

昭和33 1082
英国金融史上のロイド銀行の紹介　R.S.Sayers:Loyds Bank in the History
of English Bank の紹介

昭和33 1083 フィスカル・ポリシーへの考察

昭和33 1084
漁業協同組合の沿岸漁業生産に果たす役割　-凶漁地域漁協組の実態調
査による実証的研究-

昭和33 1085 幕末の農民分解について
昭和33 1086 日本帝国主義の成立

昭和33 1087
E.A.コミンスキー、R.A.リエヴィッキー編　『17世紀イギリス・ブルジョア革命』
抄訳　（第十二章　イギリス革命の農業政策と農業法）

昭和33 1088
「中国革命のエネルギー」分析への一過程　-革命期における中国農村の
考察を中心に-

昭和33 1089 楽市楽座政策について
昭和33 1090 幕末の工業生産
昭和33 1091 初期の労働者の運動とその生活状態　-ストライキを中心として-
昭和33 1092 合衆国南部のクロッパー小作制プランテイション制度について
昭和33 1093 ソヴェトのマニュ論争について
昭和33 1094 農地改革とその後の土地所有

昭和33 1095
明治期を中心とした「北海道南部の漁業構造」　-亀田郡戸井村本村の場
合-

昭和33 1096 百姓一揆　-明治維新の胎動となった階級闘争-
昭和33 1097 アダム・スミスにおける賃銀
昭和33 1098 再保険についての考察
昭和33 1099 共同海損に於ける分担学説に関する考察
昭和33 1100 生命保険と国民経済との関連について
昭和33 1101 共同海損　-その海上保険との関係-
昭和33 1102 保険委付の原因に関する若干の考察　-商法規定と約款規定-

昭和33 1103
新しい利益概念とその理論的背景　-P.F.ドラッカーの利益概念を中心とし
たその展望-

昭和33 1104 管理会計序論　-発達史を中心として-
昭和33 1105 減価償却の本質と税法の耐用年数
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昭和33 1106
インフレーション勘定に於けるその処理　(翻訳)　Inflation, its treatment in
accounts. By B.J.Davis

昭和33 1107 経営分析の研究　-標準比率分析に関する考察-
昭和33 1108 ディナーミッシェ・ビランツの内在的考察
昭和33 1109 調節原価計算論を批判する
昭和33 1110 評価替剰余金の本質(剰余金区分に関する一考察)
昭和33 1111 インフレーションに於ける棚卸資産合計　-基礎在高法と後入先出法-
昭和33 1112 会計主体論攻一題

昭和33 1113
企業会計に於ける利益概念の検討　-法人税法の所得概念との対比に於
いて-

昭和33 1114 プロダクト・コストとピリオド・コストの領域
昭和33 1115 管理会計の性格及び領域について
昭和33 1116 変動予算に関する若干の考察

昭和33 1117 棚卸資産評価に於ける特殊問題の研究　-税法との関連性を中心にして-

昭和33 1118 費用収益認識の基準について
昭和33 1119 棚卸資産会計に於ける低価主義の再検討
昭和33 1120 資金理論の発生過程
昭和33 1121 資本剰余金に関する一考察　建設助成金及び工事負担金を中心として
昭和33 1122 原価管理と予算統制との関連について
昭和33 1123 企業会計の本質に関する制度理論的アプローチ
昭和33 1124 合併差益に関する一考察
昭和33 1125 カルドア景気循環論の紹介
昭和33 1126 現代景気循環論　ヒックスとカレッキー
昭和33 1127 技術革新と景気変動ノート
昭和33 1128 成長経済学の発展　-ハロッドからロビンソン-
昭和33 1129 長期停滞に関する一研究　-主にケインズ及びハンセンを中心とした-
昭和33 1130 経済競争論研究
昭和33 1131 循環と成長(循環的成長模型紹介)
昭和33 1132 我国に於ける雇用の不均等発展と潜在失業に関する理論的考察
昭和33 1133 信用創造
昭和33 1134 株価構成および変動要因
昭和33 1135 金利政策の一般論及び「公定歩合と市中金利との関連性について」
昭和33 1136 イギリスに於ける産業集中及び銀行集中過程の諸特質と両者の関連
昭和33 1137 国際通貨制度の変遷　金本位制と国際通貨基金を中心として
昭和33 1138 金利政策の効果と限界
昭和33 1139 準備預金制度の発動は必要か
昭和33 1140 証券取引所に関する若干の考察　-その法律を中心として-
昭和33 1141 物価変動の構造分析
昭和33 1142 証券投資信託の機能
昭和33 1143 産業資金の需給関係について
昭和33 1144 単一利子率と複数利子率をめぐる諸利子理論についての若干の考察
昭和33 1145 カレッキーの「経済動学理論」における投資決定要因の若干の考察
昭和33 1146 資本主義の下における外国貿易の必然性
昭和33 1147 日本貿易政策の問題点

昭和33 1148
世界経済の動向とわが国貿易の将来　-東南アジアの開発問題に焦点を
合わせてわが国貿易政策のあり方-

昭和33 1149 国際投資論

昭和33 1150
国際通貨基金　-その構想と業績並びに国際流動性に対する意義につい
て-

昭和33 1151 戦後の我国貿易の推移と今後の発展方向
昭和33 1152 戦後の日本貿易　-市場構造の研究-
昭和33 1153 世界経済の構造変動　-貿易の分析を中心として-
昭和33 1154 世界貿易の自由化傾向と日本の立場
昭和33 1155 国際均衡と安定的経済成長　-景気対策に関連しての一考察-
昭和33 1156 世界経済の構造変動と日本貿易
昭和33 1157 戦後の日中貿易　-貿易中断を機に
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昭和33 1158 日中貿易の現状
昭和33 1159 信用状の分類について
昭和33 1160 ハロッド貿易差額理論
昭和33 1161 戦後の日本貿易の特色　-対米貿易の問題を中心として-

昭和33 1162
”地域投入産出分析”　理論と応用　International Input-Output Analysis.
Theory and Application

昭和33 1163 リニヤー・プログラミングにおける双対問題について
昭和33 1164 演算子法の応用とオペレーションズ・リサーチ
昭和33 1165 線型計画法の数学的基礎
昭和33 1166 生産の有効性
昭和33 1167 産業連関論における国民所得について 現物なし
昭和33 1168 或る郵便局切手窓口における待合せ問題
昭和33 1169 独占企業の生産計画
昭和33 1170 国際法上に於ける領海範囲の問題
昭和33 1171 通商に用いられた国有船舶の国際法的地位について
昭和33 1172 経営における人間問題　(その一般的考察)
昭和33 1173 経営財務の基本問題
昭和33 1174 賃金問題一考
昭和33 1175 監督者教育に関する一考察
昭和33 1176 産業生産性の動態的考察
昭和33 1177 企業の実践的指導原理とその展開　-第一部-
昭和33 1178 予算統制における予算編成のあり方
昭和33 1179 自己金融論
昭和33 1180 米国独占資本の特質　-第二次世界大戦後を中心として-
昭和33 1181 経営に於けるコミュニケーション
昭和33 1182 利益管理論　-損益分岐点及び利益図表を中心として-
昭和33 1183 株式会社に於ける支配権の所在　-「経営者支配」の実態-
昭和33 1184 バーナム著『経営者革命』に就いて
昭和33 1185 F.W.テイラーとH.フェイヨルの管理論について
昭和33 1186 人間関係論に関する若干の考察

昭和33 1187
企業経営の為の人間関係　上巻　　-E.C.Brusk(ed.);Human Relations for
Management 訳-

昭和33 1188
企業経営の為の人間関係　下巻　　-E.C.Brusk(ed.);Human Relations for
Management 訳-

昭和33 1189 米国に於ける代理商の販売促進法　マービン.レフラー著
昭和33 1190 連鎖店
昭和33 1191 近代経営と市場調査
昭和33 1192 購買管理の近代化
昭和33 1193 中小企業の組織化に関する若干の考察　-協同化について-
昭和33 1194 販売促進の現状と問題点
昭和33 1195 百貨店研究　-特に一般小売店との関連よりみて-
昭和33 1196 企業経営と販売管理(市場調査と販売計画を中心として)
昭和33 1197 エクスポートマーケッテングに於ける海外市場調査について

昭和33 1198
我国輸出貿易の現状と将来　（北米市場及び東南アジア市場における問
題）

昭和33 1199
(翻訳)　M.Hall: 英国における小売及び卸売商の経済分析　第Ⅰ・Ⅱ次大戦
を中心として

昭和33 1200 現代商業美術の動向と諸問題　附.　尾形圭介商業デザイン傑作集
昭和33 1201 現代マス・コミュニケーション論序説
昭和33 1202 商店の商品管理

昭和33 1203
ケインズ利子理論及び物価水準・通貨政策に関する一考察　(利子率変動
を主軸として)

昭和33 1204 現代財政政策の理論　-ハンセン理論を中心として-
昭和33 1205 抜取検査総論
昭和33 1206 市場調査
昭和33 1207 連立方程式接近法
昭和33 1208 所得分布とその不平等について
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昭和33 1209 品質管理に関する若干の考察
昭和33 1210 アイデンティフィケーションの問題

昭和33 1211
雇用理論に於ける貨幣賃金率の伸縮性　-J.M.Keynes,A.C.Pigouの論争を
中心として-

昭和33 1212 第2次大戦後の英国労働組合の組織と構造上から見た特徴と問題
昭和33 1213 労使協約と平和義務条約について
昭和33 1214 マルクスの失業理論とケインズの雇用理論について
昭和33 1215 戦後日本の炭鉱労働運動史　-常盤炭鉱を中心として-
昭和33 1216 電産型賃金体系の史的考察
昭和33 1217 世界の老齢保障とわが国の老齢保障　-年金制度をめぐって-
昭和33 1218 チャーチスト運動前後に於ける労働運動の性格の相違について
昭和33 1219 ソヴェト連邦に於ける銀行制度史
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